
ー研究科・附属施設全体を通した取り組みー

中西友子

第２回放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会



作物 放射線モニタリング、作物への放射性核種の移行・動態・蓄積
Cs吸収能の異なるイネの探索と利用（有用品種の探索）
植物による土壌の除染、汚染固定化
バイオエタノール生産

土壌 土壌の放射性核種の移行・動態・蓄積
農地の土壌改良技術開発
微生物相の変化

畜産 飼料汚染、家畜汚染、家畜への放射性核種の移行・動態・蓄積
牛乳の汚染

水産 海水・魚貝類のモニタリング、生態系・動態・蓄積
食品加工における放射能変化

フィールド 水解析による森林生態系の放射性核種の移行・動態・蓄積
（環境） 植生・昆虫相変化

森林・果樹への放射性核種の移行・動態・蓄積
農地での水・養分循環における放射性核種のモニタリングと解析
鳥類、爬虫類、昆虫などの生態系・生体内動態（カメラ撮影と録音）

測定法 簡易測定器開発、Sr-90迅速測定法開発

放射能以外ネットワークを利用したリテラシーの向上、サイエンスコミュニケーション
土地修復・農業生産復興・シンビジネス創生へのシナリオ

40-50人の教員からの研究提案



東京大学農学部における震災復興支援への取組み

災害対策本部
東日本大震災に関する救援・復興支援室 福島県農業総合センター

東京大学 生物生産工学研究センター

大学院農学生命科学研究科
（１）高放射能の農畜水産物産業への影響

① 作物・穀物
② 家畜・畜産物
③ 土壌・微生物
④ 魚介類、海水
⑤ 放射線測定
⑥ 科学コミュニケーション他

（２）被災地農業回復についての研究開発
① 作物生産・土壌学 ② バイオマス生産

農学生命科学研究科

演習林
牧場
生体調和農学機構
（圃場）
水産実験所
食の安全センター
放射性同位元素施設

応用生命化学・工学
生産・環境生物
獣医学
応用動物科学
森林化学
生物環境工学
生物材料科学
水圏生物科学



東大
附属牧場
岩間市

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

シバヤギの長期間飼育実験：
A：福島原発30Km圏内
B：いわき市周辺（70㎞）
C：東大附属牧場（150km圏内)、
D：遠隔地（300Km以遠)

病理検査

魚介類

鳥類

北海道演習
林（富良野）

秩父演習林

生態水文学研
究所（瀬戸）

富士癒しの森研究所（山中湖）

千葉演習林（鴨川、君津）樹芸研究所（伊豆下田）
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東大農学部のGe半導体検出器



コメ測定の例： 250ml容器に約180gの玄米を詰めて、43200秒（12時間）測定
核種 γ線エネルギー 濃度 検出限界
•Cs-134   604.7 keV  2.0 Bq/kg 0.7 Bq/kg
•Cs-137   661.7 keV 2.3 Bq/kg 0.8 Bq/kg
•K - 40  1460.8 keV  76.7 Bq/kg 23.8 Bq/kg

Cs-134 Cs-137 K-40

玄米のγ線スペクトル例
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ウグイスの羽



葉・枝の汚染は不均一

桃の１年枝



土壌の汚染は不均一
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放射性セシウム（Cs-137)をイオンとして添加し
ても、現場を再現できない。

• 土壌のイメージング
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水田土壌を分けてイメージング

表層土（<1cm)

植物遺体
（目視でわかるもの）
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粘土・シルト＋有機物



放射能は有機物と粘土？

粘土・シルト＋有機物
粘土

有機物層
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リアルタイム
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イネの放射性セシウム（ 137Cs）の吸収

水 土壌土壌水



ＢＢＣ 22:00 news

ＢＢＣ for all United States (telephone interview)

ＺＤＦ，Ｓｐｉｅｇｅｌ

NHK、新聞各紙 等

海外メディア

国内メディア



報告会の内容は
ビデオで見ることができます。

「 放射能 東京大学 農学部」
でgoogle検索！

上から2番目ぐらいにあります。

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20111119.html

今日の報告会の様子も
後ほど動画配信します。

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20111119.html




おわり

これからも農学生命科学研究科は、現場に
役立つ被災地支援研究を続けていきます。


